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DPL浦安Ⅲ

物件入替の一環として、首都圏好立地に所在の物流施設を先行取得

首都高速湾岸線「浦安出入口」約3㎞で、首都
圏全域をカバーできる利便性の高い好立地

周辺は大型物流施設や工場が集積する県内有
数のエリアで、24時間操業が可能な物流適地

マルチテナント利用が可能な汎用性が高い物件
で、1階部分は冷蔵倉庫を備えた施設

BELS評価5つ星に加え、CASBEE-建築(新築)
Ａランクを取得

所在地 千葉県浦安市

建築時期 2022年9月9日

取得予定価格 30,000 百万円

鑑定評価額 31,100 百万円

取得予定日 2024年3月1日

鑑定NOI利回り 3.5%

想定NOI利回り（注） 3.9%

借入先
金額
(百万円)

期間
(金利)

みずほ銀行

5,000
5.0年
（固定）

千葉銀行

京葉銀行

山口銀行

関西みらい銀行

本物件の取得に伴い、従前より低スプレッドの条件でグリーンローン(50億円)の調達を予定
また、LTV及び借入コストのコントロールを目的に、短期変動のローン(100億円)の調達を予定
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得物件の概要
 首都圏好立地に所在するマルチテナント型の物流施設をスポンサーから取得、あわせて好条件のグリーンローンを調達

 本件は物件入替の一環として良質な物件を先行して取得するものであり、物件の売却活動を引き続き推進

借入先
金額
(百万円)

期間
(金利)

三井住友信託銀行 2,500

1.0年
（変動）

三井住友銀行 2,500

三菱UFJ銀行 2,500

みずほ銀行 2,500

取得 物件入替を積極的に推進する方針譲渡

パイプラインを活かし優良物件を取得

収益性の低下が見込まれる物件等を中心に売却

ポートフォリオの質の向上

取得：DPL浦安Ⅲは好立地のマルチテナント型物流施設

譲渡：入替対象としてBTS型物流施設の売却活動を実施中

1口当たり予想分配金（2024年8月期）

5,600

5,650

5,700

5,750

5,800

当初予想 今回予想

（円）

0

+1.8%

5,650

5,750（注）2024年8月期予想における年換算NOI（固定資産税等控除後）
÷取得予定価格



キャッシュマネジメントの方針（当面の資本政策）

 物件入替を通じた成長資金の調達を行う方針

 パイプラインや外部環境の状況に応じ、適切に資金を投じることで投資主価値の向上を目指す

資金の使途活用資金の源泉

投資主価値の

向上に資する

取り組みを実施

豊富な含み益を活用し
物件入替を推進

売却益を分配金
に充当

残資金を活用

物件売却の回収資金

資本的支出
に充当

残資金を活用

減価償却費相当の現金

1

2

3

年間70～80億円程度生じる
見込みの現金を有効に活用

外部環境に応じて下記を組み合わせ、投資主価値の向上を図る

物件取得

デット返済

自己投資口の取得

ポートフォリオの質向上に資する物件入替に
資金を充当することを優先的に検討

LTVの安定的なコントロールを目的に検討
一時的なLTV上昇の是正や、自己投資口の取得と併せた実施を想定

パイプラインの状況やマーケット環境次第では
自己投資口の取得も検討
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